６　診断結果
　６－１　現状

	Ｘ方向　[右加力]　　　　　　　　　　（２次診断）
	採用値

	階
	ＦU
	Ｃ
	Ｆ
	破壊形式
	Ｅo
	ＳD
	Ｔ
	Ｉs
	CTU･ＳD
	判　定
	式
	

	４階
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	●

	３階
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２階
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	１階
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	●


	Ｘ方向　[左加力]　　　　　　　　　　（２次診断）
	採用値

	階
	ＦU
	Ｃ
	Ｆ
	破壊形式
	Ｅo
	ＳD
	Ｔ
	Ｉs
	CTU･ＳD
	判　定
	式
	

	４階
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３階
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	●


	２階
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	●

	１階
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	Ｙ方向　[右加力]　　　　　　　　　　（２次診断）
	採用値

	階
	ＦU
	Ｃ
	Ｆ
	破壊形式
	Ｅo
	ＳD
	Ｔ
	Ｉs
	CTU･ＳD
	判　定
	式
	

	４階
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	●

	３階
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	●

	２階
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	●

	１階
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	Ｙ方向　[左加力]　　　　　　　　　　（２次診断）
	採用値

	階
	ＦU
	Ｃ
	Ｆ
	破壊形式
	Ｅo
	ＳD
	Ｔ
	Ｉs
	CTU･ＳD
	判　定
	式
	

	４階
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３階
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２階
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	１階
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	●


（注）●：採用値＝各階・各加力方向について、各ＦU値の領域に対して第２種構造要素を考慮して定まる採用する値のうち、各階の左右加力で小さい方の値に印をつけた例。

　６－２　補強後　　（上記の表と同様）
